
別記様式第１号（第７条関係）

　大　竹　市　長　　様

【申請者】

　　（〒 ）

　 住　　所

氏　　名

電話番号

　大竹市住宅リフォーム事業補助金の交付を受けたいので、次のとおり関係書類を添えて申請します。

　私及び世帯全員の市税等の収納状況の確認調査に同意します。（申請者の属性が市内居住者の場合）

１　申請内容

２　添付書類 

提出 様式

□

□ 様式３

□

□

□

□ 様式４

□

□

□

□

□ 様式５

□

市内居住者 市内転入予定者(現住所が大竹市外の者）
申請者の属性

（チェックを入れて下さい）

リフォーム事業の種別
（チェックを入れて下さい）

年　　　月　　　日　

□住宅リフォーム　□耐震住宅リフォーム　□空き家住宅リフォーム

□ □

年　　　月 　（現住所とリフォーム対象住宅が異なる場合のみ記入）

工事予定期間

補助金申請額

移転予定日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円   

契約金額（消費税は除く） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千円

　　年　　　　月　　　　日　～　　　　年　　　　月　　　　日

大竹市住宅リフォーム事業　補助金交付申請書

委任状

その他（　　　　　　　　　　　　）

手続を委任する場合のみ

工事費内訳書又は見積書

工事着手前の写真
（撮影日、撮影箇所を記入）

誓約書

書類名

住宅の位置図

工事計画書

実施設計書

備考

工事請負契約書等の写し又は見積書

住宅地図の写しでも可

工事の概要が分かるもの

外観　及び　工事箇所ごとに撮影

参考様式を参照のこと

　　・必要な提出書類が全てそろったことを確認の上、□欄にチェックをお願いします。

　　・提出する書類はＡ４サイズにまとめて、１部提出してください。

工事内容が分かるもの

工事費の内訳が分かるもの

住民票謄本（世帯全員） 申請者が市外居住者の場合不要

発注者名は申請者であること

工事の種類に応じて必要となる書類
カタログやメーカーの証明書等性能が確認で
きるもの（省エネ化の場合）

市税等の滞納がないことが確認でき
る書類（発行後3か月以内のもの）

申請時点での所在地におけるもので、世帯全
員のもの（市外在住者の場合）

リフォーム対象住宅

用途 　　□　一戸建て住宅　　　　　　　□マンション等共同住宅

所在地

所有者
氏名

空き家バンク
登録番号

共同住宅の名称

大竹市





別記様式第３号（第７条関係）

1　工事について

工事着工日

２　補助対象費用額（工事費用）　※千円未満の端数は切捨て

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

（１／４）

大竹市住宅リフォーム補助事業　工事計画書

工事施工者

住　所
〒

会社等名称

代表者名

電話番号

建設業許可番号
（建設業許可を受けている場合）

工事の内容

　住宅リフォーム

　　　　年　　　　月　　　　日 工事完了日 　　　　年　　　　月　　　　日

Ａ B C D

補助対象費用額 A×1/10 上限額
補助金申請額

※BとCの金額のうち
低い方を記入して下さい

200

　耐震住宅リフォーム・空き家住宅リフォーム

Ａ B C D

補助対象費用額 A×1/10 上限額
補助金申請額

※BとCの金額のうち
低い方を記入して下さい

300



（２／４）

　※リフォーム工事の種類ごとの補助対象費用額を記入して下さい。

千円

千円

千円

千円

千円

千円

断熱性能向上 　

工事計画書

リフォームの種類 補助対象費用額（消費税は除く）

バリアフリー化 　

長寿命化 　

Ａ　合計（千円未満は切り捨て）

【補助対象外工事】

　・清掃のみの請負

　・電磁調理器、ガスコンロ等の調理器具のみの設置

　・電話、インターネット、テレビ等の配線工事

　・照明器具や家具を固定する機器の購入のみ

　・テーブル、椅子、タンス、カーテン等の家具類の購入及び取付け

省エネ性能向上 　

防災・防犯対策 　

　・家庭用電化製品の購入及び設置

　・その他市長が補助対象として認めないもの

　・太陽光発電設備の設置工事

　・下水道へのつなぎ込みに係る排水設備工事

　・外構工事（防犯灯の設置工事は補助対象）

　・家屋の解体のみの工事

　・工事請負契約書に含まれていない工事

　・設計図書の作成その他諸手続

　・既に補助対象工事の内容と同等の性能、状態を有している箇所の工事

　・介護保険法（平成９年法律第１２３号）又は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に

　　支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）の制度の給付を受けて行う工事

　・国又は県が実施する他の制度の補助事業により行う工事

　・公共工事の補償の対象となるもの



(3 / 4 )

工事計画書（性能向上の内容チェックシート）

特　　記　　事　　項

□　通路等の拡幅
現在の通路の幅(一
般部)

mm
改修後の通路の幅
(一般部)

mm
改修後の幅が大きくなる工事（750
㎜以上）

□　階段の勾配緩和・
　　足元照明

工事の概要
改修後の階段勾配が小さくなる工
事、階段への足元照明設置工事

段差解消場所

改修前の段差高さ mm 改修後の段差高さ mm
改修後の段差を小さくする工事
（20㎜以下）改修する高さは5mm以
上とする

改良を行う出入口
の場所

現在の仕様 改修後の仕様 引戸・吊戸・折戸への取替工事。

現在のﾄﾞｱﾉﾌﾞ・開
閉装置の仕様

改修後のﾄﾞｱﾉﾌﾞ・開
閉装置の仕様

シングルレバーへの取替工事
バー引き手への取替工事

現在の出入口の幅
(一般部)

mm
改修後の出入口の幅
(一般部)

mm
改修後の幅が大きくなる工事（750
㎜以上）

現在の出入口の幅
(浴室)

mm
改修後の出入口の幅
(浴室)

mm 改修後の幅が大きくなる工事

内寸
mm
×

mm 内寸 mm× mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

現在の浴槽またぎ
の高さ

mm
改修後の浴槽またぎ
の高さ

mm
設置する浴槽の跨ぎ高さが小さく
なる工事（450㎜以下）

現在の床材の仕様 改修後の床材の仕様
滑りにくい材料を使用した工事

現在の水洗器具の
名称・仕様

改修後の水洗器具の
名称・仕様

レバーハンドル式蛇口の設置工事
ワンプッシュ式シャワー設置工事

内寸
mm
×

mm 内寸 mm× mm

面積 ㎡ 面積 ㎡

現在の便所の仕様 改修後の便所の仕様
和式から洋式への取替工事

現在の洋式便器の
座高

mm
改修後の洋式便器の
座高

mm
洋式で座高が高いものに取り替え
る工事。

キッチン □　キッチンの更新 設置する機種名等
キッチン下にひざが入る空間があ
るものに取替え。

洗面 □　洗面化粧台の更新 設置する機種名等
洗面台下にひざが入る空間がある
ものに取替え。

エレベー
ター

□　ホーム
　　エレベーター

設置する機種名等

□　ワイドスイッチ スイッチ設置場所 新設

□

□

内窓の設置工事

現在の仕様 改修後の仕様
単板ガラスから複層ガラスへの変
更工事。

□　屋根の葺替え・取替 現在の仕様 改修後の仕様
断熱・遮熱効果のある屋根材への
取替工事

□　断熱材の敷詰め 断熱材の種類
[材料名]

mm
天井、壁、床に断熱材を敷詰める
工事。

□　屋根の塗装
※遮熱塗料：JISK5675

現在の仕様 改修後の仕様 遮熱塗料による塗替。

他 □

□　高断熱浴槽への
　　取替え
（JISA5532、準拠を含
む）

現在の仕様 改修後の仕様
設置する浴槽の跨ぎ高さは450㎜以
下とする。

□　節水型洋風便器へ
の設置
（JISA5207：節水Ⅰ・Ⅱ
型）

現在の仕様 改修後の仕様
洋式から洋式への取替工事で節水
効果のある便器への取替

□　節水・節湯型キッ
チンへの設置
（JISB2061、準拠を含
む）

現在の仕様 改修後の仕様
節水・節湯効果のあるキッチンへ
の取替

□　節水・節湯型洗面
化粧台への設置
（JISB2061、準拠を含
む）

現在の仕様 改修後の仕様
節水・節湯効果のある洗面化粧台
への取替

□　高効率給湯器の設
置

現在の仕様 改修後の仕様

他 □

改修場所

現在の仕様 改修後の仕様
合わせｶﾞﾗｽ、網入ｶﾞﾗｽ、強化ｶﾞﾗｽ
への取替、耐風ｻｯｼへの取替、ｶﾞﾗｽ
飛散防止フィルムの施工

□　面格子・雨戸や
シャッターの設置

設置箇所

申請者名：

工事区分 改　　修　　内　　容

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
化

通路、階
段、玄関、
出入口

□　段差の解消等

浴室

□　浴室・脱衣室の改
修

　□ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽへの改修
　商品名
（　　　　　　　　）

現在の浴室縦横内
寸と面積

改修後の浴室縦横内
寸と面積

□　出入口・玄関の改
良

改修後の面積が大きくなる工事。

改修後の面積が大きくなる工事

他

便所 □　便所の改修

現在の便所縦横内
寸と面積

改修後の便所縦横内
寸と面積

省エネ性
能向上

断熱性能
向上

建物外皮

□　サッシ

断熱材の厚さ

防災・防
犯対策

窓

□　窓・ｶﾞﾗｽ取替

□　LED照明設置 設置箇所 設置機器の仕様
天井埋込み型の設置工事
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家具
□　家具の転倒防止
（造り付け家具・家具
固定改修）

改修工事概要
固定金物設置工事、下地工事、固
定家具の造作工事

屋根 □　屋根の葺き替え 現在の仕様 改修後の仕様
耐風瓦への取替工事
屋根材の軽量化工事

□　防犯灯の設置 設置箇所

□　カメラ付きイン
ターホンの設置

設置箇所

□

□

長寿命化
□　キッチンの更新

現在のキッチンの
天板高さ

改修後のキッチンの
天板高さ

高さが変わる工事（±5㎝以上）

□　洗面化粧台の更新 カウンタータイプに取替る工事

□　間仕切り壁位置の
変更

現在の位置 変更後の位置

□　居室の模様替え 現在の仕様 改修後の仕様 仕様又は機能が低下しない工事

□　外壁の張り替え 現在の仕様 改修後の仕様 仕様又は機能が向上する工事

□　床下の防湿工事
換気量が増加、土間(防湿)コンを
打設する工事、床下換気扇取付

□　腐朽木材の更新
壁床天井の下地材またはそれらを
支える構造材のみ

他 □

○製品を設置する場合は、製品が特定できる、メーカー名、製品番号、製品名等を記入してください。

○大臣認定、JIS規格が必要な工事をした場合は、証明書を添付してください。

○幅、高さ等改修前後の寸法がわかる写真を添付してください。

他

mm mm

□　外壁の塗装
※耐候形塗料：
JISA6909

現在の仕様 改修後の仕様

下水道へのつなぎ込みに係る排水設備工事

外構工事（防犯灯の設置工事は補助対象）

家屋の解体工事のみ

工事請負契約書に含まれていない工事

設計図書の作成その他諸手続き

すでに補助対象工事の内容と同等の性能、状態を有している箇所の工事

耐候性塗料による塗替

対象外工事

家庭用電化製品の購入及び設置

電磁調理器、ガスコンロ等の調理器具のみの設置

電話、インターネット、テレビ等の配線工事

照明器具や家具を固定する機器の購入のみ

テーブル、椅子、タンス、カーテン等の家具類の購入及び取付

清掃のみの請負

太陽光発電設備の設置工事

介護保険法（平成9年法律第123号）又は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17年法律第123号）の制度の給付を受けて行う工事

国又は県が実施する他の制度の補助事業により行う工事

公共工事の補償の対象となるもの

その他市長が補助対象として認めないもの



別記様式第４号（第７条関係）

　 住所

　 氏名

１　工事を行うに当たっては、該当するあらゆる法令を遵守します。

２　補助対象費用の中に、補助対象とならない工事※の費用を含めていません。

３　対象住宅に記載する住宅は、建築基準法等に違反する建築物ではありません。

４　万一違反した場合には、大竹市空き家リフォーム事業補助金交付要綱第1６条の規定

　に基づき、補助金を返還いたします。

※　補助対象とならない工事

　・家庭用電化製品の購入及び設置

　・電磁調理器、ガスコンロ等の調理器具のみの設置

　・電話、インターネット、テレビ等の配線工事

　・照明器具や家具を固定する機器の購入のみ

　・テーブル、椅子、タンス、カーテン等の家具類の購入及び取付け

　・清掃のみの請負

　・太陽光発電設備の設置工事

　・下水道へのつなぎ込みに係る排水設備工事

　・外構工事（防犯灯の設置工事は補助対象）　

　・家屋の解体のみの工事

　・工事請負契約書に含まれていない工事

　・設計図書の作成その他諸手続

　・既に補助対象工事の内容と同等の性能、状態を有している箇所の工事

　・介護保険法（平成９年法律第１２３号）又は障害者の日常生活及び社会生活を総合的

　　に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）の制度の給付を受けて行う工事

　・国又は県が実施する他の制度の補助事業により行う工事。

　・公共工事の補償の対象となるもの

　・その他市長が補助対象として認めないもの

記

誓　　約　　書

年　　　月　　　日　

　大　竹　市　長　　様

　私は、大竹市住宅リフォーム事業補助金を申請するに当たり、下記のことを誓約いた
します。



別記様式第５号（第７条関係）

を代理人と定め、下記に関する権限を委任します。

１　委任する事項

　　（１）　補助金の交付申請の手続

　　（２）　申請内容の変更の手続

　　（３）　実績報告の手続

２　代理人の住所、連絡先等

委　　任　　状

　私は、大竹市住宅リフォーム事業の実施について、

記

住　　所

会社名等

連絡先（電話）

（ＦＡＸ）

　　　　　　年　　　　月　　　　日

申請者住所　

申請者氏名　



別記様式第７号（第９条関係）　　　　　

年　　　月　　　日　

　大　竹　市　長　　様

【申請者】

住　　所

氏　　名

電話番号

１　変更内容　※補助金の増額は認められません。

千円　

２　添付書類

・提出書類は変更に係るもののみです。

・提出書類が全てそろったことを確認の上、 チェックをお願いします。

・提出する書類はＡ４サイズにまとめて、１部提出してください。

提出 様式

□ 様式３

□

□

□

□

□

備考書類名

　　　　　　年　　　　月　　　日付けで交付決定のあった大竹市住宅リフォーム事業補助金につ
いて、次のとおり変更したいので、関係書類を添えて申請します。

工事計画書

実施設計書

工事費内訳書又は見積書

工事着手前の写真

工事請負契約書等の写し又は見積書

その他（　　　　　　　　　　　　）

平面図に工事の内容を明記したもの

補助対象費用の算定根拠

外観及び工事箇所ごとに撮影のこと

大竹市住宅リフォーム事業　補助金交付決定変更申請書

補助金交付申請額

変更の内容



別記様式第９号（第１１条関係）　　　　

年　　　月　　　日　

　大　竹　市　長　　様

【申請者】

住　　所

氏　　名

電話番号

取下げ理由

　　　　　　年　　　月　　　日付けで交付決定のあった大竹市住宅リフォーム事業補助金について、
申請を取り下げます。

大竹市住宅リフォーム事業　申請取下届出書



別記様式第１１号（第１２条関係）　　　　　

年　　　月　　　日　

　大　竹　市　長　　様

【申請者】

住　　所

氏　　名

電話番号

（添付書類）　　

提出 様式

□ 様式１２

□

□

□

□

□

□

※申請の商品等が納品されたことがわかる書類を添付してもらう場合があります。

住民票謄本(リフォーム対象住宅へ
住所を移した後のもの)

リフォーム対象住宅に新たに居住する
者のみ添付

事業報告書

工事途中の写真
リフォーム工事の補助対象部分が隠蔽
箇所、その他写真に写りにくい場合

工事完了後の写真
工事着手前と同じ位置で工事箇所ごと
に撮影したもの

大竹市住宅リフォーム事業　完了報告書

　大竹市住宅リフォーム事業が完了したので、関係書類を添えて報告します。

　・提出書類が全てそろったことを確認の上、 欄にチェックをお願いします。

　・提出する書類はＡ４サイズにまとめて、１部提出してください。

書類名 備考

アンケート

工事請負契約書の写し 申請時に添付している場合を除く

工事代金を支払ったことが分かる
領収書等の写し



別記様式第１２号（第１２条関係）

１　工事について

工事着工日

２　補助対象費用額（工事費用）

千円 千円 200 千円 千円

千円 千円 300 千円 千円

住宅リフォーム

大竹市住宅リフォーム事業　事業報告書

　　　　年　　　　月　　　　日 工事完了日 　　　　年　　　　月　　　　日

Ａ B C D

補助対象費用額 A×1/10 上限額
補助金額

※BとCの金額のうち低い
方を記入して下さい。

耐震住宅リフォーム・空き家住宅リフォーム

　普通リフォーム B C D

補助対象費用額 A×1/10 上限額
補助金額

※BとCの金額のうち低い
方を記入して下さい。



別記様式第１４号（第１４条関係）

年　　　月　　　日　

　大　竹　市　長　　様

【請求者】

※

大竹市住宅リフォーム事業　請求書

　大竹市住宅リフォーム事業補助金について、次のとおり請求します。

普通預金口座番号

口座名義人
（カナ表記）

口座振替先
（ゆうちょ銀行以

外）

請求金額 円

銀行 支店

住　　所

氏　　名

電話番号

口座名義人
（カナ表記）

通帳記号（６行目がある場合は※欄に記入）

口座振替先
（ゆうちょ銀行）

通帳番号（右詰めで記入）



関連条文 号 名称 申請者使用 市役所使用

（第7条関係） 別記様式第１号 補助金交付申請書 ○

（第7条関係） 別記様式第２号 補助対象チェックシート ○

（第５条,第7条関係） 別記様式第３号 工事計画書 ○

（第7条関係） 別記様式第４号 誓約書 ○

（第7条関係） 別記様式第５号 委任状 ○

（第8条関係） 別記様式第６号 補助金交付・不交付決定通知書 　 ○

（第9条関係） 別記様式第７号 変更申請書 ○

（第10条関係） 別記様式第８号 補助金交付決定変更通知書 　 ○

（第11条関係） 別記様式第９号 申請取下届 ○

（第11条,第16条関係） 別記様式第１０号 補助金交付決定取消通知書 　 ○

（第12条関係） 別記様式第１１号 完了報告書 ○

（第12条関係） 別記様式第１２号 事業報告書 ○

（第13条関係） 別記様式第１３号 補助金確定通知書 　 ○

（第14条関係） 別記様式第１４号 請求書 ○

（第16条関係） 別記様式第１５号 補助金返還通知書 　 ○

様式リスト


